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平成 14 年第 41 週 

（ 10 月第 2 週 10/7～ 10/13）  

 

流行状況 

 
●  Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎  ＊レンサ球菌のうち血清型分類のＡ群に分類  

されるものによる上気道感染症  

   定点当たりの報告数は 0 .48（前週 0 .52）と同程度に推移していますが、  

過去３年間の推移を見ると、第 40 週前後から急増する傾向があるため  

注意が必要  
 

 ●  手足口病  ＊夏かぜの一つ。ウイルスの飛沫、経口、水疱からの感染  
口の中、手や足の先の水疱性発疹  

  定点当たりの報告数は 0 .52（前週 0 .54）と同程度に推移  

  5 定点からコメントでの患者発生報告あり。  
 
●  マイコプラズマ肺炎  ＊マイコプラズマとよばれる病原体による空咳と胸痛が  
               特 徴的な肺炎  

   基幹定点から 4 例の患者報告あり。   

   9 定点からコメントでの患者発生報告あり。  

 

感染症についての説明及びグラフ総覧については、  

愛知県衛生研究所のホ－ムペ－ジをご覧ください。  

（ http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/）  

 

定点の先生方からのコメント 

尾張西部地区  

 
●  ＥＢウイルス  4 歳男   

川崎病  10 ヵ月男   

パラインフルエンザⅢ型  7 歳女他  増加中  

（尾西市  城後小児科）

●  喘鳴を伴う乳幼児の気管支炎多いです。  

（一宮市  あさのこどもクリニック）

●  虫垂炎が目立ちます。  

 1 歳女  エロモナス * ソブリエ  

5 歳女  サルモネラ * Ｏ 7 

1 歳女  大腸菌  Ｏ 15 

（犬山市  武内医院）
        ＊  エ ロモナス／サルモネラ：食中毒原因細菌の１つ  

http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/2f/yourenkin.html
http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/2f/hfmd.html
http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/2f/mycoplasmal.html
http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/


 

●  手足口病が増加しています。  

（江南市  みやぐちこどもクリニック）

●  手足口病  続発中  

（岩倉市  医療法人なかよしこどもクリニック）

●  手足口病が流行しています。  1 歳～ 5 歳女  6 名   

（稲沢市  医療法人野村整形外科）

●  6 歳男、 7 歳女、 17 歳男   ＥＢウイルス感染症  

3 歳女   マイコプラズマ肺炎  

再び手足口病の小流行がみられます。  

（春日町  丹羽医院）

●  8 歳女、 37 歳男、 46 歳男   マイコプラズマ肺炎  

（師勝町  田中クリニック）

尾張東部地区  

●  4 日高熱続く（アデノウイルス感染を含む）疾患がみられます。  

ブドウ球菌性熱傷様皮膚症候群 * 4 歳男   

カンピロバクタ－腸炎  3 歳男   

（瀬戸市  津田こどもクリニック）
  ＊ ブ ド ウ球 菌 性熱 傷様 皮 膚症 候群 ：リ ッタ－ 病と も言い 、ブ ドウ球 菌の 毒素に より

主に乳幼児に表皮剥脱とびらんを生じる。  
●  溶連菌感染症増加傾向です。  

その他目立った感染症ありませんでしたが感冒症状の人が増えました。  

（尾張旭市  医療法人誠和会佐伯小児科医院）

●  マイコプラズマ肺炎  8 歳男   

（南知多町  医療法人大岩医院）

●  感染がらみの喘息多し。クル－プ *入院あり。手足口病数名あり。  

（小牧市   小牧市民病院）
     ＊ ク ル － プ ： 上 気 道 お よ び 下 気 道 の 急 性ウィルス性炎症で、声がかれた り 、

息を吸うときゼ－ゼ－したりします。犬が吠えるような独特 の

咳がでることもあります。     

●  今週はめだったものはありませんでした。  

（春日井市   朝宮こどもクリニック）

●  流行性耳下腺炎は A 保育園での流行です。  

（東海市  小児科ハヤカワ医院）

西三河地区  

●  病原大腸菌  Ｏ 18 3 歳女、病原大腸菌  Ｏ 6 3 歳女  

マイコプラズマ肺炎  6 歳女  

川崎病  7 ヵ月男  

（豊田市  星ヶ丘たなかこどもクリニック）

 



●  3 歳男  SSSS（ブドウ球菌性熱傷様皮膚症候群）  

（岡崎市  医療法人深田小児科）

●  2 歳女  カンピロバクタ－＋病原性大腸菌  Ｏ 1 

1 歳男  マイコプラズマ  

（岡崎市  花田こどもクリニック）

●  10 ヵ月  病原性大腸菌  Ｏ 18 ＶＴ（－）  

2 歳男   病原性大腸菌  Ｏ 18 ＶＴ（－）  

5 歳男   カンピロバクタ－  

（岡崎市  にいのみ小児科）

●  3 歳男  サルモネラ  Ｏ 7 

5 歳女  マイコプラズマ肺炎  

1 歳女  病原性大腸菌  Ｏ 128 

（岡崎市  医療法人川島小児科水野医院）

●  1 歳  カンピロバクタ－  

（幸田町  とみた小児科）

●  園児を中心に溶連菌感染症増加  

伝染性紅斑散発  

（碧南市   永井小児クリニック）

●  4 歳  カンピロバクタ－  

（刈谷市   田和小児科医院）

●  幼小児を中心に 3～ 4 日間発熱（ 38～ 39 度）だけ見られる風邪様症状が少

し目立ちました。  

（西尾市  山岸クリニック）
 

東三河地区  

 

●  2 歳女  カンピロバクタ－腸炎、 1 歳男  チェックＡｄ（＋）  

マイコプラズマ肺炎の患者が増えています。  

（豊橋市  医療法人こどもの国大谷小児科）

●  幼児を中心にマイコプラズマ感染が増えてきました。  

（豊橋市  あずまだこどもクリニック）

●  2 歳男  チェックＡｄ（＋）、マイコ上昇例が散見されます。  

（豊橋市  冨田小児科）

 
 
 



1～3 類感染症の発生状況 

 
●  腸管出血性大腸菌感染症  

番

号  
報  告  
保健所  

年  
齢  
性  
別  
発病
月日
初診
月日
診定
月日

菌型等  備  考 

1  豊橋市  2  女  10 /2 10 /5 10 /10
Ｏ 157  

VT1(＋ )  
VT2(＋ )  

症状あり 

＊  衣浦東部  35  女  10 /3 10 /4 10 /5  Ｏ 157  
VT 産性  

症状あり 
40週分追加報告 

 

全数把握の 4 類感染症の発生状況 

  

 ●  発生報告なし  
 

第 39週(14 年 9月 23日～9月 29日)の 4類感染症の全国状況 

 

◆  定点把握の対象となる４類感染症（週報対象のもの）  

 
 感染性胃腸炎は定点当たり報告数は少なく、約 6 週間ほとんど変わっていな
い。しかし、過去 5 年間の同時期に比べるとやや多く、都道府県別では宮崎県
（ 6 .5）、大分県（ 5.4）が多い。他の疾患の定点当たり報告数は、過去 5 年間の
同時期と比べて特別多くなってはいないが、 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎は第
33  週を底に折り返し、例年通りゆっくりと上昇しつつある。マイコプラズマ肺
炎は、定点当たり報告数が 1999  ～ 2001  年の平均の約 1 .2  倍と例年並になり、
都道府県別では新潟県（ 0 .9）からの報告が他県よりわずかに多い。流行性角結
膜炎は全体としては減少を続けているが、群馬県（ 12 .6）では第 35  週頃から続
く県内の流行を受けて、定点当たり報告数が非常に多い。手足口病と突発性発

疹はいずれも例年通りの経過を示しており、都道府県別では、それぞれ沖縄県

（ 2 .8）、佐賀県（ 1.4）からの報告が多い。咽頭結膜熱の定点当たり報告数は減
少を続けている。水痘は年間で定点当たり報告数の最も少ない時期であるが、

都道府県別では福井県（ 1 .3）からの報告が多い。無菌性髄膜炎、ヘルパンギー
ナ、麻疹（成人麻疹を除く）も順調に減少を続けている。インフルエンザ、百

日咳、風疹は定点当たり報告数が非常に少ない。  

 

（ Infectious Diseases Weekly Report より抜粋   

厚生労働省感染症研究所感染症情報センタ－感染症情報室提供）  

 

詳細は感染症情報センタ－のホ－ムペ－ジ（ ht tp : / / id sc .n ih .go . jp /kan ja / index -

j .h tml）の感染症発生動向調査週報をご覧下さい。  

http://idsc.nih.go.jp/kanja/index-j.html
http://idsc.nih.go.jp/kanja/index-j.html


愛知県感染症情報              平成 14 年 10 月 17 日  

               愛知県衛生研究所企画情報部（文責  磯村）  

 

鶴舞公園では秋のバラが咲きそろい、コスモスが風にゆれるようになりまし

た。いつも貴重な情報を有難うございます。 9 月後半－ 10 月前半のまとめをお

送りします。  

 

1．名古屋地区：第一日赤有吉先生からウイルス性胃腸炎が多く、カンピロやサ

ルモネラによる細菌性胃腸炎も要入院例を含めて目立ち、喘息性気管支炎・

急性肺炎、川崎病、無菌性髄膜炎も目立つ、名鉄病院宮津先生からはムンプ

スが増加中で髄膜炎合併 1 例、マイコプラスマ肺炎時々、城北病院渡辺先生

からは感冒様疾患で咽頭発赤と高熱の例、感冒が引金の喘息発作増加、下痢

は少ないが嘔吐と発熱の例が時々、マイコプラスマ陽性の肺炎や気管支炎目

立つ、三菱病院岩間先生からはムンプス、感染性腸炎（大腸菌Ｏ 1、Ｏ 6、Ｏ

125）、溶連感染症、血管性紫斑病、ブ菌性火傷様皮膚症候群、マイコプラス

マ肺炎、中京病院柴田先生からはＲＳウイルス感染症増加中、大同病院水野

先生からは気管支喘息の重積で毎日要入院例が来院、ＲＳウイルス流行中と

のお手紙をいただきました。  

 

2．尾張地区：江南市からは水痘、溶連感染症、低年令のマイコプラスマ肺炎が

目立ち、喘息性気管支炎、ＲＳウイルス感染症、ムンプス髄膜炎（昭和病院

西村先生、愛北病院露木先生）、常滑市民病院上田先生からはムンプス髄膜

炎、細菌性腸炎、ウイルス性胃腸炎（脱水による入院あり）、ウイルス性腸

炎、喘息性気管支炎、溶連感染症、突発性発疹が目立つとのお手紙をいただ

きました。  

 

3．三河地区：岡崎市民病院小児科からは 6 ヵ月児の百日咳、安城更生病院小川

先生からは喘息がやや多い、知立市近藤先生からはムンプスと水痘が散発中

で伝染性紅斑の小流行あり、刈谷市田和先生からはカンピロバクタ－腸炎散

発中とのお手紙をいただきました。有難うございました。  

 

 

 

 

 

 

 



ＷＨＯ疫学週報抜粋抄訳       平成 14 年 10 月 17 日  

             愛知県衛生研究所企画情報部  （文責  磯村）      
  
2002 年 8 月 30 日号（77 巻 35 号）  

☆  髄膜炎菌髄膜炎：アフリカ・大湖沼帯地区；ブルンディ、ルワンダ、タ

ンザニアの流行。ブルンディで 7 月 6 日以降 577 例（死亡 30 例）。血清型
Ａ型。ＷＨＯは国際赤十字、国境なき医師団と協力してワクチン接種開始。

ルワンダではブタレ地区で 6 月に 111 例（死亡 20 例）、キブンゴ地区で 7
月に 62 例 (死亡 7 例 )。ＷＨＯ、ユニセフ、国境なき医師団による予防接種
開始。 7 月、タンザニアで 90 例 (死亡 4 例 )。国連難民担当機関が調査開始。  
☆  西ナイル熱：米合衆国。 8 月 26 日時点でＷＨＯ／ＣＤＣは 425 例（死亡

20 例）が 41 州で届出。鳥、人、蚊、他の動物－主に馬－からウイルス分離、
米当局は蚊対策に重点をおいて対策活動中。  
☆  ポリオ根絶：アンゴラ（アフリカ。コンゴの南、ナンビアの北）。内戦

に明け暮れている同国であるが 1999 年の流行以後 WHO とユニセフなどの
国際機関の努力でワクチン接種率は定期接種 63％に上昇、野生株ポリオ発
生は減少、 00 年 55 例（ 1 型と 3 型）、 01 年 5 例（ 3 型）となっている。  
☆  インフルエンザ（ 02 年 8 月）。オ－ストラリア：Ａ（Ｈ 3Ｎ 2）、アルゼ
ンチン： A 型と B 型。ブラジル：Ａ型とＢ型。マダガスカル：Ａ (Ｈ 3Ｎ 2）
全国的に流行は拡大している。  
☆  8 月 23 日－ 29 日届出。コレラ：ブルンディ、コモロ、コンゴ、モザンビ
ク、ウガンダ、ジンバブエ、インド。  
2002 年 9 月 6 日号（77 巻 36 号）  

☆  急性脳炎：バングラデシュ。本年 4 月－ 5 月、重症の脳炎症状の発生。Ｗ
ＨＯ／ＣＤＣによりニパウイルスないし類縁のウイルスが分離同定された。  
☆  ニパウイルス：① 99 年に記載された。マレ－シアの発生地にちなんで命
名された新しいウイルス。 94 年にオ－ストラリア・ヘンドラ（町の名前）
でみつかったヘンドラウイルスと類縁の動物ウイルス。分類はパラミクソ

ウイルス。②自然宿主：果物コウモリ。オ－ストラリアからフィリピンま

での熱帯地区の島を中心に分布。コウモリは無症状。コウモリ間の伝播、

コウモリから動物や人への伝播経路不明。③伝播：マレ－シアの発生では

ブタにニパに対する抗体保有が認められた。ヘンドラよりはニパの方が感

染力は強いらしい。犬や猫の感染も否定できない。④症状：潜伏期 4－ 18
日。無症状、感冒症状の例が多いが重症例では高熱、筋肉痛さらに脳炎症

状として意識障害、痙攣、昏睡。脳炎合併例の死亡率 50％。⑤治療法：な
い。⑥医療従事者の注意：患者からの感染例はこれまでない。一般的注意。

⑦発生情況： 98 年 9 月－ 99 年 4 月マレ－シアで重症脳炎発生、ニパウイル
ス陽性。 265 例（死亡 105 例）。患者の 93％が養豚業者。 99 年 3 月、シン
ガポ－ルで 11 例（死亡 1 例）、マレ－シアからブタを輸入していた。 94 年
－ 95 年、オ－ストラリアで人ヘンドラウイルス患者 3 例（死亡 2 例）、馬
1 例。詳細な感染経路不明。  
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191 182 35 51 13 8 7 87 280 102 95 16 131 2 2 15 3 95 0 22 0 0 0 4 0 0

121 112 24 37 12 8 7 67 154 88 84 15 106 2 1 13 3 79 0 13 0 0 0 4 0 0

名 古 屋 名古屋市 70 70 11 14 1 20 126 14 11 1 25 1 2 16 9

尾 張 東 部 瀬 戸 9 9 2 3 1 1 6 15 8 1 4 2 2 1

海 部 津 島 津 島 7 7 2 2 1 10 2 2 1 1 2 3

尾 張 中 部 師 勝 4 4 1 1 11 2 18 2 1 1 1

尾 張 西 部 一 宮 16 12 3 4 1 8 2 5 32 18 15 15 2 7 2

尾 張 北 部 春 日 井 9 9 2 3 1 6 7 6 1 7 2 6 1

江 南 6 6 1 2 2 8 3 12 1 9

知 多 半 島 半 田 6 6 1 2 1 1 3 3 1 3 1 10

知 多 7 7 2 2 5 10 15 1 1 9 2 13 2

西 三 河 南 部 岡 崎 12 8 2 3 1 1 5 7 11 6 12 1 1 21 3

衣浦東部 11 11 2 4 1 22 3 3 2 6 7 4 1

西 尾 4 4 1 1 1 1 1 3 3 1

西 三 河 北 部 豊 田 市 8 8 2 3 1 1 3 11 3 1 6 1 4 1

加 茂 3 3 1 2 1 1 2 3

東 三 河 南 部 豊 橋 市 8 8 2 4 1 1 13 17 4 10 3 15 2 1 2 3

豊 川 9 8 1 2 1 4 18 7 6 1 12 3

東 三 河 北 部 新 城 2 2 1 3

定点数

愛知県

愛知県
（名古屋市を含む）

総数
(名古屋市は除く)
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ﾐ
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ﾑ
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除
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成
人
麻
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計 8 7 67 154 88 84 15 106 2 1 13 3 79 0 13 0 0 0 4 0 0
～6ヶ月 3 3 14
～12ヶ月 8 9 4 62 1
0歳

1歳 1 1 1 20 19 26 1 28 6 1 3 1
2歳 1 18 17 13 3 2 5 1 6 1
3歳 1 4 19 16 18 3 1 13 1
4歳 1 1 16 9 10 10 1 19 1
5歳 1 1 15 11 7 7 1 16
6歳 2 1 12 5 3 4 2 1 12
7歳 1 5 5 1 2 1 2
8歳 1 5 8 1 1 1 4
9歳 5 6 1 1 2
5歳～9歳 2
10歳～14歳 1 1 3 8 1
15歳～19歳 7 1 2
20歳～ 1 27 2 1 1
20歳～29歳 2
30歳～39歳 3
40歳～49歳

50歳～59歳 3
60歳～69歳

70歳～ 1
70歳～79歳

80歳以上
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流
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日
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膜
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菌
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肺
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ｸ
ﾗ
ﾐ
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ｱ
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（
ｵ
ｳ
ﾑ
病
は
除
く

）

成
人
麻
疹

191 182 35 51 13 35,696 519 5,539 27,219 9,946 6,114 1,963 5,319 77 113 6,687 2,150 7,042 22 839 4 11 97 87 1 22

121 112 24 37 12 28,063 349 3,887 18,275 7,556 4,061 1,526 4,088 56 76 5,628 1,703 5,778 13 610 4 11 97 87 1 22

名 古 屋名 古 屋 市 70 70 11 14 1 7,633 170 1,652 8,944 2,390 2,053 437 1,231 21 37 1,059 447 1,264 9 229

尾 張 東 部瀬 戸 9 9 2 3 1 2,301 43 574 1,306 486 491 55 238 2 7 203 80 437 3 34 34

海 部 津 島津 島 7 7 2 2 1 1,229 15 79 1,193 426 188 112 163 1 7 378 80 289 1 31 2 4

尾 張 中 部師 勝 4 4 1 1 794 2 24 1,409 120 96 21 83 6 133 29 25 1 23

尾 張 西 部 一 宮 16 12 3 4 1 2,076 49 404 2,713 777 384 89 475 3 3 382 254 367 1 50 1 2 48 2

尾 張 北 部春 日 井 9 9 2 3 1 1,955 16 437 869 845 511 154 349 5 7 341 136 291 40 1 1 3 6

江 南 6 6 1 2 1,780 56 377 1,662 514 227 102 126 1 5 407 67 279 32

知 多 半 島半 田 6 6 1 2 1 1,319 32 106 572 297 147 234 185 3 4 128 135 298 15 3 1 1 12

知 多 7 7 2 2 2,383 36 126 1,064 515 462 109 292 6 8 498 226 270 30

西 三 河 南 部岡 崎 12 8 2 3 1 2,984 20 384 203 899 384 198 605 15 3 592 79 796 1 132

衣 浦 東 部 11 11 2 4 1 3,475 10 339 1,108 796 218 130 402 6 9 594 212 326 2 24 1 1 1

西 尾 4 4 1 1 1 281 5 61 505 234 44 14 101 6 253 24 126 1 55 1 11 2 3

西 三 河 北 部豊 田 市 8 8 2 3 1 1,416 19 165 1,011 479 287 72 257 12 8 341 154 700 56 2 31

加 茂 3 3 1 366 2 28 359 101 85 20 91 52 44 258

東 三 河 南 部豊 橋 市 8 8 2 4 1 3,013 19 531 2,326 561 247 111 399 1 622 76 731 1 84 3 34

豊 川 9 8 1 2 1 2,557 25 249 1,974 452 259 101 310 2 1 671 99 492 2 4 9 1 1

東 三 河 北 部新 城 2 2 1 134 3 1 54 31 4 12 1 33 8 93

定点数

愛知県

愛知県
（名古屋市を含む）

総数
(名古屋市は除く)
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年齢階層
（名古屋市
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急
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膜
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無
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性
髄
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マ
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ｸ
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ﾐ
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ﾑ
病
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除
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成
人
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計 28,063 349 3,887 18,275 7,556 4,061 1,526 4,088 56 76 5,628 1,703 5,778 13 610 4 11 97 87 1 22
～6ヶ月 202 2 6 249 207 25 8 375 13 3 61 41 5 6
～12ヶ月 552 19 23 1,259 551 206 61 2,606 14 11 476 263 28 4
0歳 2 17
1歳 1,729 54 97 2,909 1,413 814 97 1,034 14 15 1,504 407 280 1 12 2 3 4
2歳 1,927 55 186 2,150 1,268 761 118 50 5 4 1,165 149 462 1 9 2 8
3歳 2,046 59 416 1,834 1,435 824 179 4 2 3 948 134 903 13 6 5 1
4歳 2,314 64 740 1,543 1,253 639 223 6 2 6 726 81 1,243 13 9 7
5歳 2,163 33 697 1,253 708 379 232 7 2 9 377 80 976 9
6歳 1,961 20 529 893 297 203 194 2 2 1 159 69 657 4
7歳 1,945 17 380 774 137 91 166 1 2 85 73 391 7
8歳 1,798 6 275 639 76 44 109 1 4 51 72 244 7
9歳 1,701 8 164 532 43 17 60 1 2 16 56 150 5
5歳～9歳 33 26
10歳～14歳 5,100 6 219 1,286 94 26 48 2 6 30 207 283 2 14 1 14 15
15歳～19歳 1,123 20 416 11 2 2 7 30 25 1 30 3 4 2
20歳～ 6 135 2,538 63 30 29 1 10 23 41 131 3 7
20歳～29歳 1,100 4 86 5 4 16
30歳～39歳 1,424 2 150 4 6 3
40歳～49歳 446 1 59 1 4
50歳～59歳 257 1 74 2
60歳～69歳 165 60 1 1
70歳～ 48
70歳～79歳 73 1
80歳以上 37


